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白
ネ
ギ
出
荷
最
盛
期

ナ
ベ
物
が
恋
し
い
シ
ー
ズ
ン
に
入
り
、

町
内
の
美
用
地
区
は
じ
め
十
一
地
区
で

は
、
自
ネ
ギ
の
取
り
入
れ
に
追
わ
れ
て

い
ま
す
。
今
年
は
、
豊
作
貴
之
に
泣
い

た
昨
年
に
比
べ
て
こ
の
と
こ
ろ
価
格
を

維
持
し
て
い
ま
す
が
、
出
荷
目
標
の
二

四
ト
ン
よ
り
落
ち
込
み
が
予
想
さ
れ
る
た

め
、
栽
培
農
家
で
は
こ
れ
か
ら
冷
え
込

み
と
と
も
に
需
要
が
伸
び
、
高
値
を
呼

ぶ
の
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

町
農
協
の
ま
と
め
で
は
、
十
一
月
中

旬
ま
で
に
総
出
荷
量
の
十
二
省
が
出
荷

さ
れ
ま
し
た
。
出
荷
は
十
二
月
上
旬
ま

で
続
き
ま
す
が
、
ナ
ベ
物
の
材
料
と
し

て
需
要
の
増
え
る
こ
れ
か
ら
が
出
荷
の

最
盛
期
と
な
り
ま
す
。

▲
白
ネ
ギ
の
出
荷
に
お
お
わ
ら
わ

Soumu
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お
め
で
と
う
帥
歳

盛
大
に
記
念
式
典

報丁田府江

昭
和
二
十
八
年
」
八
月
江
府
町
が
発
足
し
て
か
ら
一
二

十
年
、
時
代
の
進
展
と
と
も
に
躍
進
を
つ
づ
け
て
き

た
江
府
町
を
祝
う
、
発
足
三
十
周
年
記
念
式
典
が
、

十
一
月
五
日
、
町
立
総
合
体
育
館
に
来
賓
多
数
を
迎

え
て
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
十
月
末
に
完

成
し
ま
し
た
町
立
総
合
体
育
館
の
竣
工
と
、
今
春
ま

で
に
計
画
を
達
成
し
ま
し
た
公
営
森
林
造
成
一
、
0
0
0

㍍
達
成
も
併
せ
て
祝
い
ま
し
た
。

記
念
式
典
は
、
午
前
十
時
三
十

分
か
ら
開
か
れ
ま
し
た
。
鳥
取
県

知
事
代
理
と
し
て
西
尾
邑
次
副
知

事
ら
来
賓
を
は
じ
め
町
内
外
の
関

係
者
約
五
〇
〇
人
が
出
席
。
加
藤

助
役
か
ら
発
足
三
十
年
間
の
町
政

の
あ
ゆ
み
、
運
動
公
園
工
事
概
要
、

公
営
森
林
造
成
一
、
〇
〇
∩
舛
わ
達

成
の
報
告
が
さ
れ
た
あ
と
、
井
上

町
長
の
式
辞
（
別
掲
）
が
あ
り
ま

し
た
。
ま
た
席
上
、
自
治
、
産
業
、

教
育
、
社
会
を
ど
各
部
門
で
功
労

の
あ
っ
た
人
た
ち
二
三
人
、
二
〇
団

体
に
そ
れ
ぞ
れ
表
彰
状
及
び
感
謝

状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
あ
と
、

西
尾
副
知
事
を
は
じ
め
国
会
議
員

を
ど
来
賓
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
祝
辞
が

述
べ
ら
れ
、
西
尾
副
知
事
の
発
声

に
よ
り
万
歳
を
三
唱
し
て
町
の
発

展
を
祈
念
し
、
盛
会
の
も
と
に
式

を
終
り
ま
し
た
。

式
　
辞

江
府
町
長
井
上
健
治

本
臼
こ
こ
に
本
町
発
足
三
十
周
年

記
念
の
式
典
を
挙
げ
る
に
当
り
ま
し

て
、
来
賓
各
位
の
御
臨
席
を
い
た
だ

き
、
町
内
各
機
関
、
地
域
、
職
域
、

団
体
の
代
表
者
各
位
の
御
参
列
の
下

に
本
式
典
を
挙
げ
る
こ
と
の
出
来
ま

す
こ
と
を
誠
に
有
難
く
厚
く
感
謝
申

し
上
げ
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

本
日
の
式
典
に
つ
き
ま
し
て
は
、

御
案
内
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
よ
う

に
、
こ
の
式
典
に
併
せ
ま
し
て
三
十

周
年
記
念
事
業
と
し
て
一
昨
年
来
事

業
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
町
立
ス

ポ
ー
ツ
公
園
造
成
事
業
中
総
合
体
育

館
の
竣
工
式
並
び
に
、
本
町
が
二
十

数
年
来
継
続
し
て
実
施
し
て
ま
い
り

ま
し
た
、
公
有
地
造
林
事
業
が
本
年

一
、
〇
〇
〇
茄
を
突
破
い
た
し
ま
し

た
の
で
、
こ
れ
の
達
成
式
を
併
せ
て

行
わ
せ
て
い
た
だ
き
た
く
存
じ
ま
す

の
で
、
甚
だ
失
礼
を
が
ら
何
卒
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

本
町
は
、
昭
和
二
十
八
年
六
日
一

日
当
時
の
旧
町
村
米
沢
、
江
尾
、
神

奈
川
の
三
か
町
村
を
合
併
、
．
続
い

て
日
光
村
の
一
部
と
統
合
し
今
日
の

行
政
区
域
の
態
勢
を
完
成
し
た
も
の

で
あ
り
ま
す
。

総
面
積
∵
」
五
平
方
は
…
、
合
併
時

の
住
民
人
目
七
、
五
〇
〇
人
の
新
町

と
し
て
誕
生
し
た
訳
で
あ
り
ま
す
。

自
乗
新
町
の
建
設
計
画
を
立
て
、

全
町
一
致
協
力
し
て
町
政
振
興
に
努

力
し
て
来
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。

そ
の
間
、
国
、
県
関
係
御
当
局
を

始
め
各
界
要
路
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

本
町
の
建
設
計
画
の
諸
事
業
を
始
め

行
政
各
般
に
渉
り
ま
し
て
、
又
、
地

域
経
済
、
産
業
、
社
会
な
ど
各
分
野

に
対
し
格
別
の
御
高
配
と
御
指
導
を

賜
り
ま
し
て
有
難
く
厚
く
御
礼
を
申

し
上
げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。
又
、

県
内
市
町
村
訳
け
て
も
西
部
市
町
村

御
当
局
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
常
に

友
情
深
い
御
厚
誼
を
賜
り
、
又
、
格

別
の
御
指
導
と
御
援
助
を
い
た
だ
い

て
ま
い
り
ま
し
た
こ
と
に
対
し
ま
し

て
、
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
る
次
第

で
ご
ざ
い
ま
す
。

さ
て
、
町
内
に
在
り
ま
し
て
は
、

新
町
発
足
以
来
、
自
治
、
産
業
の
振

興
に
社
会
開
発
に
御
苦
労
下
さ
い
ま

し
た
各
機
関
団
体
、
歴
代
の
諸
先
輩

を
始
め
全
町
の
皆
様
の
総
親
和
総
努

力
に
よ
り
町
政
は
支
え
ら
れ
育
て
ら

れ
て
今
日
に
至
り
ま
し
た
こ
と
を
思

い
、
こ
こ
に
深
甚
の
敬
意
と
感
謝
を

捧
げ
る
も
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。

思
え
ば
本
町
合
併
発
足
の
昭
和
二

十
八
年
よ
り
以
降
三
十
年
の
時
代
の

推
移
は
、
経
済
も
産
業
も
国
民
生
活

も
激
動
変
革
の
時
代
を
経
て
ま
い
り

ま
し
た
。
そ
れ
は
、
当
然
に
町
村
の

行
財
政
に
お
き
ま
し
て
も
社
会
の
推

移
と
共
に
、
あ
る
い
は
成
長
し
、
あ

る
い
は
逼
迫
し
、
大
い
を
る
曲
折
変

革
を
遂
げ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
今
や

世
界
経
済
は
石
油
問
題
を
軸
に
経
済

の
基
準
条
件
の
急
変
に
遭
い
、
国
も

地
方
も
行
政
も
産
業
も
国
民
生
活
も

総
見
直
し
の
時
代
に
入
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
秋
に
当
り
ま
し
て
本
町
は
、

発
足
三
十
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

五
＝
々
は
、
今
こ
そ
吾
が
身
の
厳
し

い
見
直
し
を
行
う
べ
き
秋
か
と
存
じ

て
お
り
ま
す
。

吾
々
は
、
本
町
三
十
年
の
経
過
を

反
省
し
、
実
績
を
守
り
体
験
を
生
か

し
こ
れ
か
ら
の
険
し
い
時
代
に
処
し

て
着
実
第
一
に
対
処
し
、
希
望
と
活

力
あ
る
友
情
の
社
会
を
目
指
し
た
い

も
の
と
、
念
願
い
た
し
て
お
る
と
こ

ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

私
は
、
本
日
の
三
十
周
年
の
式
典

に
当
り
ま
し
て
、
本
町
表
彰
条
例
に

基
づ
き
、
表
彰
審
議
会
の
決
議
を
休

し
自
治
、
産
業
の
振
興
に
住
民
社
会

の
発
展
に
貢
献
せ
ら
れ
ま
し
た
功
労

者
各
位
の
御
功
績
に
対
し
、
表
彰
状
、

感
謝
状
を
贈
り
、
全
町
民
の
敬
意
を

お
伝
え
申
し
上
げ
た
く
存
じ
て
お
り

ま
す
。
又
、
本
日
の
式
典
に
当
り
ま

し
て
か
ね
て
三
十
周
年
記
念
事
業
と

し
て
事
業
を
進
め
て
来
て
お
り
ま
す

町
立
ス
ポ
ー
ツ
公
園
事
業
中
総
合
体

育
館
の
完
成
を
み
ま
し
た
の
で
、
本

日
は
、
そ
の
竣
工
式
を
併
せ
て
行
わ

せ
て
い
た
だ
き
た
く
存
じ
ま
す
。

こ
の
ス
ポ
ー
ツ
公
図
の
建
設
に
当

り
ま
し
て
は
、
土
地
所
有
者
の
皆
様

が
そ
れ
ぞ
れ
御
事
情
の
ご
ざ
い
ま
す

の
に
曲
げ
て
全
員
の
方
が
町
の
御
無

理
を
御
聞
き
届
け
下
さ
い
ま
し
て
、

全
用
地
の
譲
渡
提
供
を
い
た
だ
き
、

御
蔭
様
で
こ
の
事
業
を
施
工
す
る
事

Soumu
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▲町立総合体育館で盛大に行われた町発足30周年記念、町立総合体育館竣工並びに公営森林造成1，000㌶達成合同式典

が
で
き
ま
し
た
。
私
は
、
こ
の
機
会

に
厚
く
感
謝
の
意
を
表
し
御
礼
を
申

し
上
げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
の
工
事
を
起
こ
す
に
当
り
ま
し

て
は
、
グ
ラ
ン
ド
及
び
体
育
館
共
に

そ
の
設
計
監
理
を
中
電
技
術
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
株
式
会
社
に
依
根
し
、
施

工
に
つ
き
ま
し
て
は
、
指
名
競
争
入

札
の
結
果
、
株
式
会
社
奥
村
組
に
お

願
い
す
る
事
と
怒
り
ま
し
た
。
工
事

は
、
設
計
監
理
を
担
当
の
中
電
技
術

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
当
局
の
高
度
の
技

術
と
綿
密
周
到
を
設
計
上
の
要
求
に

対
し
奥
村
組
の
機
械
装
備
と
技
術
施

工
の
実
力
は
、
完
全
に
是
に
答
え
、

殊
に
両
社
の
責
任
の
完
全
遂
行
の
気

迫
は
常
に
工
事
現
場
に
横
溢
し
、
安

全
に
し
て
確
実
の
工
程
は
着
実
に
進

行
し
、
工
事
は
こ
の
様
に
見
事
に
完

成
い
た
し
ま
し
た
。
本
町
に
と
り
ま

し
て
は
、
良
き
両
社
を
得
て
幸
せ
で

あ
っ
た
と
深
く
感
謝
致
し
て
お
る
と

こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
有
経
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

完
成
い
た
し
ま
し
た
こ
の
体
育
館

そ
し
て
ス
ポ
ー
ツ
公
園
は
、
自
然
環

境
を
守
り
多
様
の
機
能
を
更
に
充
実

し
て
こ
の
の
ち
永
く
全
町
民
の
施
設

と
し
て
最
大
の
活
用
が
な
さ
れ
、
又
、

広
域
の
ス
ポ
ー
ツ
交
流
の
場
と
し
て

公
開
し
、
実
技
の
練
成
向
上
と
社
会

体
育
の
振
興
に
資
し
た
く
念
願
い
た

し
て
お
り
ま
す
。

殊
に
、
こ
の
施
設
が
町
民
の
日
常

生
活
に
結
び
つ
い
た
町
民
サ
ロ
ン
と

も
在
り
、
地
域
社
会
交
流
の
場
と
し

て
も
発
展
し
、
山
村
文
化
創
造
の
拠

点
と
怒
り
ま
す
よ
う
念
願
す
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

本
日
は
更
に
併
せ
て
江
府
町
公
有

地
造
林
一
、
〇
〇
〇
㍍
達
成
の
式
典

を
加
え
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
い

た
し
て
お
り
ま
す
。

本
町
は
、
合
併
に
よ
り
ま
し
て
総

面
積
一
二
、
五
〇
〇
㍍
で
あ
り
ま
す

が
、
そ
の
内
林
野
面
積
は
一
、
〇
〇
〇

㍍
を
越
え
る
土
地
条
件
に
あ
り
ま
す

の
で
、
合
併
以
来
森
林
造
成
に
意
を

注
い
で
来
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が

昭
和
三
十
七
年
江
府
町
公
有
地
森
林

造
成
計
画
を
策
定
い
た
し
ま
し
て
、

町
有
地
、
財
産
区
有
地
四
、
〇
〇
〇

㍍
を
対
象
と
し
て
年
々
継
続
し
て
造

林
施
業
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
し
た

す
を
わ
ち
、
町
行
直
営
を
以
て
施
業
を

進
め
更
に
公
団
造
林
、
県
公
社
造
林
の

制
度
に
よ
る
契
約
施
業
も
導
入
し
、

造
林
を
進
め
て
釆
ま
し
た
と
こ
ろ
本

年
は
三
十
周
年
の
記
念
す
べ
き
年
に

当
り
ま
し
て
、
公
有
地
造
林
一
、
0
0
0

㍍
を
突
破
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
こ

こ
に
達
成
式
を
同
時
に
開
か
せ
て
い

た
だ
い
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。

今
後
は
、
こ
の
一
、
〇
〇
〇
㍍
の

公
有
地
造
林
の
撫
育
管
理
に
特
に
留

意
し
を
が
ら
造
林
は
続
け
を
け
れ
ば

在
り
ま
せ
ん
。
又
、
民
有
林
造
成
に

つ
き
ま
し
て
も
昭
和
三
十
七
年
の
計

画
策
定
以
降
新
楯
、
再
生
分
し
て
一

、
〇
〇
〇
㍍
の
施
業
の
遂
行
が
な
さ

れ
、
既
成
造
林
に
更
に
厚
味
を
重
ね

得
た
こ
と
は
御
同
慶
に
耐
え
ま
せ
ん
■

こ
の
間
、
ご
苦
労
下
さ
い
ま
し
た

森
林
組
合
を
始
め
林
業
経
営
の
皆
様

又
、
林
業
作
業
蛙
の
皆
様
に
対
し
深

く
敬
意
を
表
す
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま

す
。
私
は
、
こ
こ
に
本
町
公
有
林
、

民
有
林
造
成
推
進
に
つ
い
て
県
御
当

局
、
森
林
開
発
公
団
御
当
局
、
県
造

林
公
社
御
当
局
の
多
年
の
御
高
配
に

対
し
深
甚
の
感
謝
を
捧
げ
る
次
第
で

あ
り
ま
す
。
私
は
、
公
有
林
、
民
有

林
共
に
各
々
一
、
〇
〇
〇
茄
歩
遂
行

の
二
十
年
を
振
り
返
え
り
、
各
集
落

の
皆
さ
ん
が
森
林
造
成
計
画
推
進
に

理
解
と
協
力
を
与
え
ら
れ
、
進
ん
で

使
用
権
附
与
地
を
提
供
し
、
更
に
施

業
に
従
事
し
梓
に
造
林
作
業
を
組
織

し
挺
身
造
林
作
業
に
従
事
し
て
い
た

だ
き
着
々
と
し
て
計
画
推
進
の
力
と

な
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
対

し
、
こ
こ
に
深
か
く
敬
意
を
表
し
、

厚
く
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
ご
ざ

い
ま
す
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
の
様
に
し
て
今
後
に
お
き
ま
し

て
も
極
め
て
自
然
に
無
理
の
無
い
造

林
を
山
国
に
住
む
住
民
の
自
由
意
志

の
発
露
に
よ
っ
て
育
て
て
ま
い
り
た

い
も
の
と
念
膜
し
て
お
り
ま
す
。

今
林
業
低
迷
の
今
日
的
世
潮
に
戸

惑
う
こ
と
な
く
、
折
柄
水
源
か
ん
秦

の
時
代
的
要
請
に
も
自
負
す
る
山
村

永
住
の
夢
の
あ
る
人
生
観
を
森
林
造

成
と
共
に
育
て
て
ま
い
り
た
い
も
の

と
念
隣
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
何
卒

関
係
各
位
の
今
後
共
変
ら
ぬ
御
指
導

を
切
に
お
願
い
申
し
上
げ
る
次
第
で

ご
ざ
い
ま
す
。

以
上
は
、
誠
に
失
礼
を
が
ら
手
前

勝
手
に
盛
り
た
く
さ
ん
の
式
典
を
開

か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
て
、
ご
挨
拶

を
申
し
上
げ
た
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

本
日
は
、
御
臨
席
下
さ
い
ま
し
た

御
来
賓
の
皆
様
を
始
め
御
来
会
下
さ

い
ま
し
た
皆
様
に
対
し
ま
し
て
、
重

ね
て
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
し
て

御
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

Soumu
楕円

Soumu
四角形
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ト
記
念
農
は
般
若
純
一
郎
先
生
の
卓
越
せ
る
彫
金
の
デ

サ
イ
ン
に
よ
り
製
作
さ
れ
た
も
の
で

葡
萄
鏡
で
す

表
彰
状
及
び
感
謝
状
の
受
賞
を
さ
れ

た
方
々
は
、
次
の
み
な
さ
ん
で
す
。

（
敬
称
略
）

図
柄
は
海
獣

▲井上町長から各部門の代表者に表彰状及び感謝状が手渡されました

同
町
表
彰
条
例
に
基
づ
く
表
彰
国

自
治
功
労

井
上
一
加
藤
信
夫
　
下
村
矛
雄

中
田
　
博
　
田
口
　
茂
　
細
田
和
三

戸
立
喜
明
　
岡
田
昭
一
森
　
正
幸

遠
藤
　
功
　
岡
田
雄
成
　
竹
内
敏
朗

藤
原
昭
仁

上
原
袴
臣

伊
達
源
蔵

太
田
　
厚
　
佐
伯
良
人

佐
伯
晴
代
　
森
　
文
雄

産
業
功
労

佐
藤
秋
寛
　
影
山
一
克
　
真
田
良
一

⑳

同
町
発
足
3
0
周
年
記
念
感
謝
状
』

自
治
功
労

手
島
　
祐
　
三
好
恭
祐
　
岡
田
竹
男

砂
H
鶴
寿
　
加
藤
清
俊
　
遠
藤
席
三

生
田
正
治

産
業
功
労

田
中
正
明
　
徳
同
書
幸
　
入
江
正
太
郎

教
育
功
労

川
崎
　
仁

社
会
功
労

下
尾
千
鶴
子

団
　
　
　
体

森
林
組
合
　
農
業
協
同
組
合
　
商
工

会
　
御
机
大
根
生
産
組
合
　
下
蚊
屋

大
根
生
産
組
合
　
下
蚊
屋
牧
野
組
合

内
町
立
総
合
体
育
館
建
設
工
事
関
係

感
謝
状
』

建
設
関
係

中
電
技
術
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
株
式
会
社

取
締
役
社
長
　
　
鈴
紀
喜
久

株
式
会
社
　
奥
村
組
広
島
支
店

専
務
取
締
役
社
長
　
　
秋
山
修
造

株
式
会
社
　
奥
村
組
広
島
支
店

江
府
事
業
所
長
　
　
車
谷
達
雄

町
民
運
動
公
園
土
地
提
供
者

影
山
輿
一
影
山
傾
喜
　
影
山
文
夫

浦
部
徹
雄
　
浦
邸
丁
万
代
　
影
山
清
明

影
山
一
三
好
泰
三
　
佐
々
蛮
十

影
山
鮎
日
東
弥
四
郎
　
髭
千
撃

佐
々
木
博
行
　
影
山
一
克
　
影
山
泰
時

同
町
発
足
3
0
周
年
記
念
勤
続
表
彰
〕

岡
本
一
雄

姦
裏

梅
田
　
巻

竹
内
　
普

河
上
　
収

生
田
嘉
美

宮
本
勅
寛

真
壁
和
博

末
次
富
士
雄

下
村
武
美

佐
々
木
正

岡
田
良
一

船
越
照
明

小
田
　
隆

末
次
雅
雄

井
上
倶
子

橋松藤大仲森福末河松井藤川樋浜中
谷原原塚嶋谷田次本原竹原上口田田
郁良　　和勝博正理臭　　和克卓保久和
子枝要子利昭臣治道寛博己雄夫寿臣

池
本
正
則

森
田
添
美

大
田
明
弘

加
藤
克
己

日
賢
十
絢

梅
林
亮
一

相
見
　
稔

生
田
　
功

新
見
俊
明

田
中
金
明

宮
本
雅
昭

板
井
　
久

富
谷
巴
子

浦
部
　
統

谷
口
歌
子

佐
々
木
浦

竹
内
　
萱

杉
原
覚
雄

高
野
キ
ヌ
コ

⑳

生
田
梅
芳
　
竹
内
花
枝

竹
内
　
薫
　
竹
内
　
晋

水
下
隆
義
　
水
下
　
博

竹
内
　
勇
　
杉
原
か
つ
こ

而
公
営
森
林
造
成
一
、
0
0
0
㍍
達

成
記
念
感
謝
状
』

米
沢
財
産
区
　
御
机
区
　
池
の
内
区

久
遠
区
　
下
安
井
区
　
洲
河
崎
区

大
字
武
庫
区
　
武
庫
一
旦
連
合
区

貝
田
造
林
作
業
址
　
柿
原
造
林
作
業

址
　
助
沢
造
林
作
業
址
　
池
の
内
造

林
作
業
班
　
久
連
造
林
作
業
蛙
　
川

筋
造
林
作
業
址

而
特
別
感
謝
状
』

中
国
電
力
株
式
会
社

取
締
役
社
長
　
　
松
谷
健
一
郎

中
電
技
術
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
株
式
会
社

取
締
役
社
長
　
鈴
妃
　
喜
久
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あなたも1冊

県民手帳を販売中

5さ年度版の鳥取県民手

帳を区長さんに取りまと

めていただき配布を完了

しましたが、まだ余部が

ありますので、希望の方

は、町役場総務課へおい

出下さい。

県民手帳は、各種統計

資料と日常生活に役立つ

便覧、便利で使いよい日

記式手帳になっています。

代金は、1冊270円です。

江　　府　　町　　報

作業停電のお知らせ

●12月22日（水）

13時30分～16時30分

（区域）尾上原・日の詰
深山口

●12月24目性）

13時～16時

（区域）旧米沢・大方

袋原

年
末
の
妻
全
県
民
運
動

1
2
月
2
2
日
か
ら
相
月
3
1
日
寄

運
動
ス
ロ
ー
ガ
ン

・
事
故
を
呼
ぶ
酒
は
飲
む
ま
い
飲
ま
す
ま
い

・
事
故
防
止
町
か
ら
村
か
・
妄
庭
か
ら

みんなそろって明るいお正月を

＝歳末たすけあい運動＝

今年も12月1日から「

歳末たすけあい運動」が

始まります。

歳末たすけあい運動に

よって集められた善意の

寄付金は、施設に入って

いる町出身者や寝たきり

老人、母子家庭等の方々

が、明るく楽しいお正月

を迎えられるよう、正月

支度金、越年資金などと

して有効に活用します。

昨年集まった善意の寄

付金は661，890円で、下

表のように使われました。

今年もご協力をお願い

します。

1日が2，909円

県の最低賃金

鳥取県下の全事業所の使用者と労働者に適用

される「鳥取県最低貸金」と「産業別最低眉金」

が下表のとおり決められています。

これらの最低貸金は、最低貸金法に基づいて

決定したもので、使用者は、この最低賃金額よ

り低い賃金で労働者を使用すると、法律違反と

なりますので注意してください。

最低貸金決定件 名 最　 低　 貨　 金　 額
実 施

年I川

鳥 取 県 最 低 貨 金
　　 時間給労働者

1 日 2 ，約9 円 （1時間 364円）
57 ．10 ．2

産

食料品製 造兼

1 日 3 ，370 円（ ク 422 円）

軽作 業者

1 日 3 ．170 円 （ 〃 397 円）

57．11．18

繊 維 産　 業 1 日 3 ，155 円（ ケ　 395円）57．11．18

卸売 業・小売業
卸売装 用 3 ，380 円（〃423 円）

57．11．18

某

別

最

小売業 IEほ．170 円（ケ397 円）

木材 ・木製品 1 日 3 ，440 円（ 〃　430 円）

57．12 ．12・官具 ・装備 軽作 業者

品製 造業 1 8 3 ．200 円（ ヶ　400 円）

パルプ ・紙 ・ 1 日 3 ，430 円（ ケ　42 9円）

57 ．12 ．12
低

賃

金

紙加 工品製造 畦作 業者

業 1 日 3 ，273 円 （ ク　4 10 円）

出版 ・印刷 ・

同朋連産 業
1 日 3 、374 円 （ ヶ　42 2円）5 7．12 ．12

窯 業 ・土石

製品製 造業
1 日 3 ．553 円 （ 〃　445 円）57 ．12 ．12－

機械 ・金属製品 1 日 3 ．509 円 （ ヶ　439 円）

57．12 ．12等製 造業及び 軽作 業者

自動 車整備業 1 日 3 ．247 円 （ 0　406 円）

（注）最低賃金額には、次の賃金は算入されま

せん。

（11精皆勤手当、通勤手当、家族手当（2）臨時に支

払われる賃金3）1か月をこえる期間ごとに支払

われる賃金（4）時間外・休日労働賃金

＊
1
0

1
日
劇

2
R
H
十
日

4
R
H
日
日

5
日
0
0

～8
日
㈲

9
［
ロ
・
工

10
日
㈲

12
日
㈹

1
3
日
㈱

1
4
日
㈹

1
5
日
励

1
6
日
出

18
日
㈲

19
日
㈹

2
0
日
㈱

2
1
日
㈱

2
2
日
⑩

2
3
日
出

2
5
日
㈱

～2
7
日
㈱

2
8
日
㈱

2
9
日
㈲

3
0
日
出

長

日

誌

月
広
島
出
張

在
勤
庁
内
会
、
郡
農
業
振
興
協
議

会
（
根
雨
）

全
国
自
然
休
養
村
現
地
研
究

会
二
品
同
市
）

農
振
事
業
入
札

三
十
周
年
記
念
町
民
体
育
大

会献
穀
田
抜
穂
式
、
県
町
村
会

総
会
（
米
子
）

在
勤
在
勤
西
部
広
域
正
副
管
理
首
貫
米
子
）

在
勤
武
庫
大
区
役
員
来
庁
、
建
設

事
業
入
札

中
四
国
治
水
大
会
（
米
子
）

臨
時
町
議
会

農
業
用
ダ
ム
検
討
会

在
勤
町
表
彰
審
議
会

献
穀
皇
居
賢
所
参
内
（
東
京
）

在
勤
農
協
役
貞
会
運
営
理
事
貫
米
子
ノ

在
勤

町
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わ
　
だ
　
い

カ
ネ
ボ
ウ
チ
ー
ム
来
町

町
立
総
合
体
育
館
”
こ
け
ら
落
と
し
〃

艮▲立
千

丁
・
J
m
P府江

十
一
月
七
日
、
日
本
バ
レ
ー
リ
ー

グ
の
カ
ネ
ボ
ウ
チ
ー
ム
一
五
人
が
、

町
立
総
合
体
育
館
完
成
”
こ
け
ら
落

と
し
″
と
し
て
来
町
し
、
バ
レ
ー
教

室
、
公
開
練
習
、
模
範
試
合
を
町
民

に
披
露
し
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
厳

し
い
練
習
に
も
歯

を
く
い
し
ぼ
る
彼

女
た
ち
で
完
成
し

た
体
育
館
は
　
〃
カ

ン
″
高
い
声
が
響

く
。
苦
し
そ
う
を

顔
、
し
た
た
る
汗
、

な
お
も
球
に
く
い

つ
く
姿
は
ま
さ
に

応急手当ての知識

やけど

わたしたちの周りはやけどの危険で

いっぱいです。梓に冬場は火を使う機

会が増え、やけどをすることが多く在

ります。十分注意しましょう。

（やけどの手当て）

もしやけどをしてしまったら落ち着い

て次の手当を。

・まず、やけどの部分を水で冷やしま

しょう。洗面器などにためた水にひた

したり、蛇口から流れる水で冷やしま

す。ただし蛇口の水を使うときは直接

やけどの部分に当てず、一度やけどの

近くにかけて水を伝わらせます。水の

勢いで皮膚が破れることもあるからで

す。

服の上から湯を浴びたようなときは、

そのまま水をかけて冷やしましょう。

やけどの部分を出そうとシャツをまく

り上げたり、無理に服を脱がすと、熟

で弱くなった皮膚がむけたり、水泡が

がっぶれたりします。

・ガーゼをどで保護を

痛みがをくなるまで冷やしたら、ガ

ーゼやケバ立たない布を当てて保護し

ます。

服の上からのやけどでは、皮膚に刺

激を与えないよう、シャツやズボンは

切りさいてやけどの個所を出します。

やけどに、化繊の服やビニールなど

が溶けてこびりついているときは、は

がさずに、その上からガーゼを当てま

す。

魔
女
そ
の
も
の
で
し
た
。
ま
た
、
バ

レ
ー
教
室
は
、
小
、

中
学
生
、
婦
人
、

一
般
ら
約
一
五
〇
人
が
参
加
し
、
サ

ー
ブ
、
ス
パ
イ
ク
、
ブ
ロ
ッ
キ
ン
グ

の
練
習
方
法
な
ど
実
技
指
導
を
受
け

ま
し
た
。

バ
レ
ー
教
室
後
主
将
の
其
方
さ
ん

に
お
話
し
を
聞
く
と
「
身
長
一
八
一

斉
、
体
重
七
四
㌔
。
練
習
は
厳
し
い

け
れ
ど
、
勝
っ
た
時
に
バ
レ
ー
を
や

っ
て
い
て
よ
か
っ
た
と
思
う
」
と
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
上
野
監

督
に
聞
く
と
「
す
べ
て
に
基
礎
が
大

切
で
、
こ
の
い
い
自
然
環
境
を
利
用

し
て
基
礎
訓
練
に
励
ん
で
ほ
し
い
。

自
分
に
厳
し
く
、
攻
め
に
徹
せ
よ
」

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

鍛劫哲昏◎

年
金
受
給
額
が

三
億
百
二
十
五
万
円

↑1↑十・

昭
和
五
十
六
年
度
中
に
本
町
の
受
給
者
に

支
払
わ
れ
た
国
民
年
金
の
額
は
、
拠
出
年
金

一
億
九
千
八
百
四
十
三
万
円
、
福
祉
年
金
一

億
二
百
八
十
二
万
円
、
総
額
三
億
百
二
十
五

万
円
で
し
た
。

左
表
は
、
右
の
年
金
を
内
訳
別
に
し
た
も

の
で
す
が
、
拠
出
年
金
の
受
給
者
六
百
五
十

Soumu
楕円

Soumu
楕円
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文
化
の
香
り
い
っ
ぱ
い

町
文
化
祭

十
一
月
一
日
か
ら
十
一
月

七
日
ま
で
に
ぎ
や
か
に
町
の

文
化
祭
が
催
さ
れ
ま
し
し
た
。

今
年
は
、
町
発
足
三
十
周

年
記
念
と
し
、
町
三
十
年
思

い
出
の
写
真
展
、
町
農
協
協

賛
の
農
協
資
料
展
、
農
産
物

即
売
会
を
ど
そ
れ
ぞ
れ
趣
向

を
こ
ら
し
た
催
し
物
が
い
っ

ぱ
い
で
、
各
会
場
と
も
多
く

の
町
民
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

▲明徳学園生の作率峯

▲児童生徒の作品展

、←、1い．畑、．隼サ㌣

九
人
は
、
福
祉
年
金
を
受
取
る
人
三
百
十
五

人
に
対
し
て
三
百
四
十
四
人
も
多
く
、
金
額

的
に
も
「
老
後
の
所
得
保
障
」
に
ふ
さ
わ
し

い
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

江

砂口さんに

藍綬褒章

昭和57年秋の叙勲で、吉原の砂口

鶴専さん（79歳）が自治功労者とし

て藍綬褒章を受けられました。

砂口さんは、昭和34年に町選挙管

理委員会委員長に就任以来、今日ま

で選挙の管理執行及び公明選挙運動

等を通じて地域社会に貢献。さらに

県明るい選挙推進協議会副会長とし

て選挙啓発に努められたものです。

厳
か
に
町
慰
霊
祭

十
一
月
十
二
日
、
土
井
之
内
会
館

で
、
国
難
に
殉
じ
ら
れ
た
英
霊
三
〇

三
柱
の
冥
福
を
祈
る
戦
没
者
殉
職
者

の
追
悼
式
が
、
来
賓
、
遺
族
ら
二
二

〇
人
が
参
列
し
て
厳
粛
に
営
ま
わ
れ

ま
し
た
。

ま
た
、
式
終
了
後
、
遺
族
の
方
々

は
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
楽
し
い
ひ

と
と
き
を
過
し
ま
し
た
。

▲献花を行う遺族たち

鍛劫夢昏哲多飯盛短惨夢

Soumu
楕円

Soumu
楕円
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ふ
る
さ
と
地
名
考
③

T
J

宮
市
宮
市
の
宮
は
、
い
う
ま
で
も
な

く
神
社
で
、
今
の
宮
市
神
社
、
か

っ
て
の
若
一
王
子
の
こ
と
で
あ
ろ

う
。
若
一
王
子
は
、
紀
州
能
軒
神

社
の
摂
社
中
第
一
位
の
王
子
（
神
）

で
、
こ
れ
を
こ
の
地
に
勧
請
し
た

も
の
で
あ
る
。
そ
の
神
社
を
中
心

に
市
が
立
ち
、
周
辺
の
村
人
が
こ

の
地
に
集
ま
っ
た
。
神
社
は
こ
の

地
の
牽
族
の
進
地
や
、
江
尾
城
主

蜂
壕
氏
の
崇
敬
を
受
け
た
し
、
宮

田
　
　
市
は
、
江
尾
や
武
庫
を
ど
一
二
箇

村
か
ら
な
る
「
宮
市
庄
」
の
中
心

府
　
で
も
あ
っ
た
。

助
沢「
沢
」
は
山
間
の
渓
谷
を
い
う
。

江

こ
の
村
も
、
古
い
時
代
に
は
助
谷

と
い
っ
て
い
た
、
同
じ
意
味
の
地

名
で
あ
る
。
「
す
け
」
は
、
助
の

文
字
が
あ
て
ら
れ
て
い
る
が
、
恐

ら
く
当
て
字
で
、
し
か
も
「
す
け
」

（
助
・
鮭
・
次
官
・
典
侍
・
出
家
）

で
は
を
く
、
「
す
げ
」
　
（
管
）
の

転
じ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
す
げ
の

自
生
す
る
谷
間
と
い
う
地
名
で
あ

る
。
管
は
そ
の
種
類
が
多
く
、
夏
、

こ
れ
を
刈
っ
て
、
み
の
や
笠
を
作

る
。
日
野
郡
の
名
産
で
あ
る
。

下
蚊
屋

蚊
屋
の
字
が
使
っ
て
あ
る
け
れ
ど

も
、
じ
つ
は
草
の
　
「
か
や
」
で
あ

ろ
う
。
郡
内
に
、
草
木
の
名
を
地
名
と

し
て
い
る
例
は
少
な
く
な
い
。
亨

げ
」
か
ら
出
た
と
思
わ
れ
る
上
菅

・
下
管
が
あ
り
、
古
く
は
中
管
も

あ
っ
た
。
柁
市
・
下
柏
は
「
え
の

き
」
を
地
名
と
し
た
も
の
で
、
上

根
も
あ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
が
、

今
は
な
い
。
あ
る
い
は
柏
木
が
上

根
に
当
た
る
の
か
も
し
れ
を
い
。

下
蚊
屋
の
「
下
」
は
「
さ
が
り
」

で
「
し
も
」
と
は
読
ま
を
い
か
ら
、

「
上
蚊
屋
」
は
を
い
。
山
腹
に
生

い
茂
る
か
や
の
穂
が
た
れ
さ
が
る

さ
ま
を
表
わ
し
て
い
る
の
で
あ
ろ

う
。
溝
口
町
の
焼
杉
（
や
け
す
ぎ
）

と
同
工
の
命
名
で
あ
る
。

日
野
の
山
地
に
は
、
か
や
が
多

く
民
家
の
屋
根
も
、
か
や
で
ふ
く

の
が
普
通
で
あ
っ
た
。
現
在
も
か

や
ぶ
き
の
家
が
圧
倒
的
に
多
く
、

そ
れ
が
日
野
の
風
物
詩
に
も
な
っ

て
い
る
。
下
蚊
屋
は
、
江
尾
か
ら

作
州
真
庭
郡
に
越
え
る
峠
に
ほ
ど

近
い
山
村
で
『
伯
者
志
』
に
、
産

土
神
は
山
の
神
で
あ
っ
た
と
い
う

の
も
、
い
か
に
も
山
村
ら
し
く
、

村
名
も
こ
の
村
に
ま
こ
と
に
ふ
さ

わ
し
い
。

（
江
府
町
史
か
ら
）

⑳

命
令
命
令
尊
命
帝

人
の
動
き
（
十
月
届
〉

命
令
命
令
命
喜

田
お
誕
生
お
め
で
と
う

田
ご
め
い
福
を
祈
り
ま
す

佐
　
川
　
本
田
利
夫
　
5
1
歳
　
二
函
雄
宅

日
の
詩
　
中
尾
教
恩
　
6
3
歳
　
幹
雄
宅

新
一
南
波
昌
憲
　
6
0
歳
　
昌
憲
宅

田
ご
結
婚
を
祝
し
ま
す

尾　寮斤本本新本
上
原一一　五　一　四

福
羅
三
千
子

住
田
　
恵
美

川
端
ゆ
か
り

上
原
真
知
子

矢
野
　
結
子

舟
越
　
幸
恵

慧雷奈壷票竺
二　三　三　長　長　長
女　女　女　女　女　女

新
見
　
　
仁

井
上
千
佳
子

谷
口
　
祐
之

船
山
真
理
子

相
見
　
克
明

大
田
　
澄
枝

吉
原
米
子
市
東
福
原
か
ら

美
用
大
阪
府
岸
和
田
市
か
ら

溝
口
栃
原

吉
原
か
ら

若

林

一

成

官
能
早
百
合

加
藤
　
　
保

中
西
　
順
子

中
田
　
末
徳

西
村
　
　
患

福
田
　
導
夫

浅
田
　
和
枝

山
内
　
邦
男

川
端
智
恵
子

高
橋
　
八
郎

野
坂
　
和
子

））））））
米
子
市
蚊
屋

江
尾
か
ら

武
庫
大
阪
府
東
大
阪
市
か
ら

長
崎
県
南
松
浦
郡

江
尾
か
ら

下
安
井
か
ら

群
馬
県
前
橋
市

島
根
県
大
田
市

江
尾
か
ら

日
野
町
黒
坂

江
尾
か
ら

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

新
　
二

下
蚊
屋

香
典
返
し
と
し
て

本
五
　
原
　
　
豊
殿

（
母
春
江
様
ご
逝
去
）

乗
尾
　
末
次
　
聖
殿

（
母
よ
し
子
様
ご
逝
去
）

池
の
内
　
南
波
う
る
わ
殿

（
弟
昌
憲
様
ご
逝
去
）

内
祝
と
し
て

佐
　
川
　
清
水
　
寿
男
穀
（
ご
本
人
様
退
院
）

池
の
内
　
南
波
九
美
生
殿
（
ご
本
人
様
退
院
）

佐吉本本小袋栗柿佐

川　原五四原原尾原川

漂讐昆要望葉哲袈蒜聖霊
（
十
月
中
寄
託
分
）

弘
子
殿
（
ご
本
人
様
退
院
）

春
子
殿
（
ご
本
人
様
退
院
）

磯
治
殿
（
ご
本
人
様
退
院
）

澄
枝
殿
（
ご
本
人
様
退
院
）

光
殿
（
ご
本
人
様
退
院
）

和
寛
殿
（
2
男
娼
雄
様
退
院
）

新
一
殿
（
長
女
仁
美
様
退
院
）

候
枝
殿
（
ご
本
人
様
退
院
）

如
意
殿
（
ご
本
人
様
退
院
）

満
枝
殿
（
ご
本
人
様
退
院
）

直
美
殿
（
ご
本
人
様
退
院
）

善
意
銀
行
受
払
報
告

L
九
月
禾
累
計
額

百
七
十
六
万
三
千
七
百
二
十
円

2
．
十
月
中
寄
付
額

十
五
万
六
千
円

内
　
訳

香
典
返
し
　
二
万
五
千
円

快
気
祝
　
十
三
万
一
千
円

3
．
十
月
末
累
計
額

百
九
十
一
万
九
千
七
百
二
十
円

以
上
、
社
会
福
祉
事
業
に
ご
寄
付
い

た
だ
き
ま
し
た
。
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
　
江
府
町
社
会
福
祉
協
議
会

Soumu
四角形

Soumu
四角形


